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よ
り
の
村
落
に

τ‘
森
下
町
の
地
よ
り
迫
出
し
た
り
と
の
訟
は
非
た

る
べ
し
。

o
a閏
奥
助
偉

も
と
飽
甲
屋
奥
助
と
呼
ぺ
り
。
奥
助
は
世
々
の
俗
穏
に
て
，
河
北
郡

井
家
庄
森
下
村
の
舘
主
飽
聞
大
隅
岳
信
の
子
孫
也
。
三
登
記
に
云

ふ
。
昔
足
利
高
氏
勝
軍
の
時
代
よ
り
、
加
州
河
北
郡
森
下
村
民
、
組

問
殿
と
て
近
郷
を
押
領
し

τ.
大
永
の
頃
ま
で
家
盛
ん
た
り
。
越
前

の
朝
倉
氏
加
州
を
併
春
せ
ん
と
、
密
に
飽
回
大
隅
【
遇
宇
。
子
v
時
石

川
郡
松
任
に
鏑
木
右
衛
門
太
夫
と
て
、
是
も
近
郷
を
押
領
し
て
共
の

威
盛
ん
た
り
け
れ
ば
、
鏑
木
を
繰
り
て
女
帯
と
た
し
、
鏑
木
父
子
を

森
下
へ
招
き
、
調
宴
饗
憾
の
座
陀
て
殺
害
す
。
此
の
事
よ
り
起
り
て

加
州
の
-
挟
共
峰
起
し
‘
森
下
へ
押
寄
せ
‘
砲
闘
が
一
類
悉
く
討
亡

し
た
り
。
此
の
時
男
子
一
人
討
決
さ
れ
‘
方
々
経
廻
り
、
後
に
は
柴

田
勝
家
に
扶
持
せ
ら
れ
、
溝
口
牟
左
衛
門
と
云
ふ
。
勝
家
滅
亡
の
時

越
前
に
て
切
腹
す
。
此
の
子
洩
野
但
馬
守
に
扶
助
せ
ら
れ
.
度
々
武

功
を
頴
し
け
る
に
依
り
て
、
鍛
勉
大
将
と
成
り
、
亀
岡
大
隅
と
稀

し
、
後
法
弟
し
て
鍛
粛
と
競
す
と
見
h
.
閥
屋
政
春
の
古
兵
談
に

は
、
森
下
村
の
一
授
大
将
亀
岡
大
隅
は
、
武
勇
人
民
勝
れ
‘
柴
田
勝

熊
は
勝
家
の
家
老
瀞
口
宇
左
衛
門
が
子
也
と
。
今
森
下
の
大
隅
古
墳

と
呼
ぶ
も
の
は
.
岳
信
の
.
基
友
り
。
金
揮
の
染
エ
亀
甲
屋
奥
助
が
先

組
是
也
。
叉
森
下
の
邑
長
金
右
衛
門
も
此
の
末
孫
左

p
。
と
い
へ

り
。
叉
三
州
志
古
嘘
考
に
云
ふ
。
河
北
郡
森
下
殿
舘
は
亀
岡
大
隅
岳

信
居
す
。
金
津
染
工
柏
崎
甲
屋
奥
助
先
組
は
、
岳
信
の
賢
子
た
り
。
徴

.
妙
公
之
を
憐
み
給
ひ
‘
勉
闘
を
組
甲
と
改
め
町
人
と
な
す
由
。
即
ち

奥
助
由
緒
記
に
見
ゆ
。
と
あ
り
。
平
衣
七
世
の
組
盛
昌
の
三
登
記
の

朱
容
に
云
ふ
。
組
問
織
衡
の
子
組
問
権
兵
衛
に
妾
腹
の
男
子
あ
り
。

寛
永
十
七
年
七
月
撤
兵
街
、
盗
賊
の
震
に
金
津
居
邸
に
て
討
た
れ
た

り
。
此
の
時
彼
の
男
子
を
奥
村
伊
強
へ
漬
け
置
か
れ
、
武
功
の
者
の

子
孫
怠
れ
ば
、
御
取
立
も
可
v
被
v
成
と
の
思
食
し
も
あ
り
け
ん
‘
伊
藤

方
に
て
成
長
せ
し
め
、
伊
興
の
奥
字
を
譲
り
て
興
助
と
都
す
。
後
陀
て

如
何
た
る
事
に
や
町
人
と
成
り
、
亀
岡
氏
を
亀
甲
屋
と
書
替
へ
て
‘

子
ν
今
金
津
森
下
町
民
謡
甲
屋
奥
助
と
て
紺
屋
た
り
。
亀
岡
の
子
孫

無
v
扮
也
と
。
私
に
日
〈
、
組
問
の
閏
の
字
の
下
を
長
〈
引
き
た
る
怠

る
ぺ
し
。
と
い
へ
り
o
今
按
宇
る
に
・
勉
闘
機
兵
衛
は
亀
岡
大
隔

鍛
粛
の
孫
に
て
‘
亀
岡
大
隅
の

E
統
な
る
子
孫
な
り
し
事
知
ら
れ
け

り
。
但
し
今
共
の
家
に
古
書
・
古
停
記
等
も
停
来
せ
宇
。
僅
に
後
世
智
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滞
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家
の
乎
に
も
合
ひ
粂
ね
た
り
。
依
り
て
勝
家
よ
り
和
談
を
た
し
・
溝

口
牟
丞
を
人
質
に
逝
は
し
砲
を
震
し
た
り
。
共
の
時
の
容
体
宜
し
き

と
て
、
&
・
丞
を
大
隅
智
と
す
。
共
よ
り
牟
丞
溝
口
を
改
め
て
組
問
と

た
し
、
後
大
隅
と
綿
し
、
既
年
に
鍛
粛
と
鋭
す
。
此
の
餓
痴
は
元
尾

州
の
二
寺
と
云
ふ
鹿
に
居
た
る
溝
口
善
左
衛
門
と
云
ふ
者
の
子
に

て
、
勝
家
の
子
小
姓
を
勤
め
、
後
同
首
柴
田
伊
賀
守
に
仕
へ
た
り
と
。

則
ち
錦
繍
物
語
の
由
或
人
語
る
。
と
あ
り
。
三
州
志
健
義
徐
考
に

は
、
組
問
小
三
郎
岳
信
は
叉
大
隅
と
鋭
す
。
天
正
八
年
柴
田
勝
家
賀

賊
を
征
討
せ
し
時
、
猫
森
下
に
在
り
て
、
若
林
が
伴
り
殺
さ
る
に
懲

り

τ、
勝
家
猛
攻
す
れ
ど
も
死
力
を
喝
し

τ強
ま
宇
。
故
に
勝
家
上

村
六
左
術
門
を
し
て
強
ひ
て
鱗
和
せ
し
め
ん
と
す
。
砲
悶
質
を
乞

ふ
o
然
る
に
質
た
ら
ん
と
い
ふ
人
た
し
。
溝
口
千
熊
聞
く
諦
う
て
行

き
貨
と
た
る
。
因
り
て
飽
回
来
り
て
之
を
謝
す
。
勝
家
殺
さ
ん
と
す
o

亀
岡
勇
に
し
て
且
ロ
給
た
り
。
故
に
自
得
し
て
死
を
股
し
和
す
。
砲

聞
は
溝
口
千
熊
の
勇
敢
を
感
じ
、
邸
ち
女
帯
と
ぜ
ん
と
乞
ふ
。
勝
家

之
を
許
す
。
一
一
践
に
、
此
の
時
岳
信
に
自
忍
を
示
す
に
、
岳
信
千
熊

の
勇
敢
を
美
し
、
己
が
介
錯
を
震
さ
し
め
、
且
岳
信
の
女
帯
と
な
す
。

故
に
千
熊
後
に
共
姓
名
を
鎚
ひ
、
亀
岡
大
隅
高
綱
と
鋭
す
と
也
。
千

き
記
し
け
る
由
緒
・
来
極
書
を
持
ち
停
ふ
る
の
み
な
り
と
い
へ
り
。
敢

に
今
考
設
の
震
め
二
代
範
聞
大
隅
高
綱
の
武
功
舎
を
左
に
記
載
す
。

叉
天
疋
四
年
亀
岡
小
三
郎
集
信
等
が
刑
部
卿
法
印
に
宛
て
た
る
印
寄

は
‘
私
-
議
盤
的
の
僚
に
載
せ
り
。

砲
回
大
隅
一
代
之
内
働
之
先

一
.
柴
岡
勝
家
越
前
入
城
之
刻
、
圏
中
一
挟
共
都
民
候
而
、
勝
家
に
手

向
仕
候
付
‘
佐
久
間
玄
蕃
允
に
先
陣
を
被
昌
由
・
付
-
候
へ
共
、
子
息
伊

賀
守
先
陣
袋
、
雨
入
先
懸
被
v

申
候
。
共
時
大
隅
守
は
溝
口
宇
丞
に
而
、

十
六
歳
に
罷
成
候
。
惣
乎
之
先
を
懸
、
白
木
戸
川
原
に
而
一
番
に
馬

上
に
而
鑓
付
.
首
打
取
、
深
庇
負
候
底
を
、
一
脚
谷
太
郎
左
衛
門
跡
よ

り
乗
来
、
馬
に
助
乗
せ
本
陣
b
勝
候
。
此
段
…
脚
妙
之
由
忙
て
、
柴
悶

父
子
雨
判
之
感
般
有
之
事
。

附
、
此
紳
谷
儀
は
大
隅
し
う
と
也
。
加
州
中
納
言
殿
に
居
申
候
信
浪

親
に
候
。
右
之
働
能
存
候
者
は
、
京
極
殿
に
小
足
搭
部
と
申
者
前
後

能
々
可
‘
存
候
。

一
、
越
前
丸
岡
之
按
に
は
柴
田
伊
賀
守
被
い
居
候
。
端
午
之
御
植
民
、

父
子
共
に
安
土
へ
被
v
致
=
参
上
一
私
供
花
罷
越
候
。
共
跡
に
而
一
授
三

千
許
に
而
城
を
取
巻
、
二

J

丸
迄
乗
取
候
由
安
土
h
早
馬
注
進
に
付
.




